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研究成果の概要（和文）：外部（光）刺激応答性分子を利用し、光応答性材料を設計し、作製した。ナノ材料に
修飾する光応答性分子は、生体膜内などで組織化している分子に対して相互作用するように考慮して設計し、合
成した。作製した光応答性ナノ材料に光刺激を与えることによって、二分子膜中の組織化した分子に対してナノ
材料上の光応答性分子が局所的な応答挙動を誘発させ、組織化した分子の配向構造を破壊することに成功した。
さらに、枯草菌など細菌の増殖過程に上記光応答性材料を添加して、細胞膜の分子配向状態の乱れを誘発し、光
照射時の細菌（細胞）増殖抑制効果を評価した。

研究成果の概要（英文）：We have developed photo-responsive small materials by utilizing external 
(photo)-stimuli-responsive molecules. The photo-responsive molecules were designed and synthesized 
under considering intermolecular interaction to organized molecules like liquid crystals and lipids.
 Under light irradiation, the photo-responsive materials modified by the photo-responsive molecules 
were able to induce partially disorganization of the aligned molecules. We have also evaluated 
inhibitory effect on cell multiplication by the photo-responsive materials under light irradiation.

研究分野： 光機能材料
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光照射の有無でわずかな差異が見られた。し
かし、MAz 修飾シリカ MS および MAz 修飾
シリカ NS 共存下においても、生菌性の明確
な抑制には至らなかった。今後、添加する
MAz 修飾材料の濃度条件の最適化で、細菌増
殖抑制につながることが示唆された。 
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